
   

 

 

 

 

 

１０月はいよいよ、小学校生活最後の１年間の折り返し地点です。また、多くの行事に向けて子どもたちは動き出

しています。６年生の子どもたちの一つひとつの活動は、「小学校生活最後」となるものばかりです。今まで以上にそ

の意味を考え、思いを込めて活動し、心に深く刻まれる思い出にするとともに、成長への糧となるよう支援していきた

いと考えています。 

過程で見られる一人ひとりの輝きを認め、どの子にとっても「実りの秋」となるよう、励ましていきます。ご家庭でも

全力で取り組めるよう励ましの言葉かけをお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先日、川東コミュニティセンター長様にお越しいただき、６年生の龍っ子学習にご協力いただきました。センター

長様から「コミュニティセンターとは」「川東の歴史」「これまでの地域の取り組み」「現状や課題」など、貴重なお

話をしていただき、改めて川東を知るきっかけとなりました。 

その中でも印象的だったのが「多くの人にもっと川東を知ってもらいたい」というお話でした。センター長様から 

もぜひアイデアを考えてほしいというお話もあり、みんなで考えてみるとたくさんのアイデアが出てきました。今年

度、この地域の願い「川東地域をより多くの人に知ってもらおう！」をテーマに３月まで駆け抜け、何か新しいこと

にチャレンジし、実現していけたらと思います。６年生みんなで話し合い、方向性を決めていきます！ 
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９月２５日（木）、２６日（金）の修学旅行について紹介します。児童代表のあいさつから始まり、

素早い行動や高い規範意識をもって臨みました。当日はよく晴れ、奈良や京都では美しい景色を見る

ことができました。東大寺では奈良の大仏の迫力に驚き、金閣ではその華やかさに見惚れていました。

実際に見学することで新たな発見や疑問も出てきたようでした。ホテルでは、時間を意識したり、自

分だけでなく周りのみんなが楽しい気持ちになることを意識したりしながら行動できました。全体を

通して、一人ひとりが、先を見通して行動できたすばらしい修学旅行となりました。子どもたちには

修学旅行で学んだことを次につなげることが重要だと伝えています。この旅によって身に付けた力を

今後の学習につなぎ、しっかりと発揮できるようにしていきます。保護者の方におかれましては、こ

れまでご理解とご協力をいただき、ありがとうございました。 

お知らせ 


